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──はじめに

ここ数年，時間や場所を問わず自分のやり
たいことをかなえてくれるスマートフォンが急速
に普及している。「行きたい店の場所を調べる」

「動画を撮影して友人に送る」など，スマホユー
ザーの欲求を取り込みながら，スマートフォン
の機能は次 と々拡張し続けている。2015年に
NHK放送文化研究所が実施した「日本人と
テレビ・2015」調査では，メディアの機能で，
ニュースや情報を知る場合「いちばん早く伝わ
ると思うのは」〈速報性〉では，テレビの評価が
5年間で低下して，インターネットの評価が上昇
していることが指摘された。ただ，このことが
スマートフォンの利用の影響によるものかについ
ては確認ができていなかった 1）。

では，スマートフォンの利用が人々のテレビに
対する意識を変化させつつあるのであろうか。
また，スマートフォンの利用の仕方の違いによ

り，テレビを含めたメディアの利用行動や意識
に差があるのであろうか。こうした問題意識を
端緒に，人々がスマートフォンをどのように利用
しているのか，そして，スマートフォンとテレビ
はどのような関係にあるのかを明らかにするた
め，2017年3月に「モバイルシフト社会とテレ
ビ調査」という世論調査を実施した。

この調査は，スマートフォン利用者を詳細に
分析する設計とし，直近の調査結果 2）をふまえ，
スマートフォンがすでに浸透，または普及しつ
つある13 〜 59歳を調査対象とした。また，ス
マートフォンと共通のOSやアプリケーションソ
フトを使用するタブレット端末も急速に普及して
いるため，今回の調査では，スマートフォンとタ
ブレット端末を総称して「モバイル端末」とし，
スマートフォンとタブレット端末のどちらかを利
用する人を「モバイル利用者」とした。そして，
モバイル端末の利用実態と利用を通して感じる
意識を含め，人 と々モバイル端末との関係性を

スマホユーザーはテレビをどう見ているか
～「モバイルシフト社会とテレビ調査」から～
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2017年3月に実施した「モバイルシフト社会とテレビ調査」の結果から，急速に普及が進むモバイル端末（スマート
フォンやタブレット端末）の利用とテレビ視聴との関係を分析する。今回の調査では，人 と々モバイル端末との関係を，
利用実態だけでなく，利用を通して感じる意識も含め，「モバイル関与」と定義した。その具体的な場面から，24の

「モバイル関与」項目を設定し，多変量解析を行った結果，4つの因子（「活用」「親密・密着」「つながり」「批判・敬遠」）
に分類できた。

さらに，4つの因子の組み合わせにより，モバイル利用者を5つのグループに分類した。グループごとに，メディ
アの利用行動や意識をはじめ，生活意識，コミュニケーションや情報収集に関する価値観に違いがあり，モバイル
利用者のテレビとの接し方も多様化していることが確認できた。例えば，「モバイル端末への親密度が高く手放せな
い」グループは，テレビを必要と思う人が9割近くに上り，テレビを見るのが大好きな人が8割に達するなど，テレビ
をおおむね肯定的にとらえていることがわかった。特に，このグループと「コミュニケーション重視でSNSの利用が
多い」グループは，若年層ほど多く，スマホ時代の特徴的なグループと考えられる。
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表したものを「モバイル関与」と定義し，その
具体的な形として24項目を尺度として設定し，
人々がどのようにモバイル端末に関わっている
かを調べた。そのうえで「モバイル関与」によっ
て人々のグループ分けを行った。これまで，ス
マートフォンやタブレット端末の利用頻度や利用
時間など実態ベースでグループ分けを行う先行
研究が多くみられたが，今回は，利用実態と
意識の両面を尋ねた結果でグループを分ける試
みを行った。

例えば，長時間スマートフォンでゲームをする
若者と，スマホの利用時間は短くても子どもか
らのLINEを待ち望んでいる母親とではスマー
トフォンとの関わり方は異なり，利用時間だけ
で関係性を分析するのは難しいのではないか。
また，現代の視聴者の実態をつかむためには，
メディア利用の実態もさることながら，その背
景に流れている意識的なものに注目する必要が
あるのではないか。このような問題意識を持ち，
今回は，実態ベースだけでなく意識や価値観
に迫るような新しい尺度の作成を試みた。そし
て，各グループのメディアの利用や意識，情報・
コミュニケーションに関する意識・価値観の相
違を分析し，スマホユーザーがテレビをどう見
ているかを探った。

調査の概要は，次の通りである。なお，文末
に調査の質問文と単純集計結果，サンプル構
成を掲載している。

［モバイルシフト社会とテレビ調査の概要］
調査時期： 2017 年 3 月 4 日（土）〜 12 日（日）
調査方法： 配付回収法
調査対象： 全国の 13 〜 59 歳の男女
調査相手： 住民基本台帳から層化無作為二段抽

出　3,600 人
調査有効数（率）：2,396 人（66.6％）3）

──1───メディア利用と
───────テレビ視聴の現在

第1章では，人々のモバイル端末（スマート
フォンやタブレット）の利用状況とともに，モバ
イル利用者がテレビをどのように見ているのか
についてみていく。

（1）モバイルの利用状況
①利用機器とスマートフォンの利用時間

自分自身で利用している機器を尋ねたところ
（表1），スマートフォンを利用している人は13
〜 59歳全体で80％，タブレット端末は26％で
あった。男女年層別にみると，スマートフォン
は男20・30代，女30代以下で全体より高く，

表 1　利用機器とモバイル利用者（複数回答，男女年層別）

（%）

全
体

男 女
13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

人数 2,396 136 154 236 338 304 115 170 242 361 340 

スマートフォン 80 74 92 87 79 66 90 93 89 82 67 

パソコン 57 41 65 67 65 65 38 54 59 55 49 

タブレット端末
（iPad，Nexus など） 26 29 28 34 30 25 24 21 24 23 22 

携帯電話
（スマートフォンを除く） 16 6 5 16 18 24 5 6 12 16 24 

どれも利用
していない 3 3 1 3 4 6 3 2 2 1 6 

モバイル利用者
（スマホor タブレット） 84 85 93 92 81 71 94 95 92 85 73 

 全体と比べて統計的に高い層＊（以下同様）

・  サンプル数 :（全体）n1，（一部）n2　
　割合（％）:（全体）p1，（一部）p2

・  z =「1.960」以上なら「有意水準（危険率）
　5％で」有意差あり

p1－p2

－
n1n2

1 1
p1(100 － p1) (　　　　   )

z

＊ 全体に対する各年層の特徴をみるために，該当する層と，全体から
該当する層を除いた残りの層で「互いに独立な％の差の検定」を行っ
た結果。以下の検定式を用いている（以下同様）
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9割前後が 利用している。
男女50代でも3人に2人が
利用している。スマートフォ
ンとタブレット端末のどちら
かを利用する「モバイル利
用者」は84％である。スマー
トフォンを利用しないでタブ
レット端末のみを利用する人
は4％と少ない。

スマホ利用者について，
休日を除くふだんの日の1日
のスマートフォンの利用時間
をみると（図1），1 〜 2時間
で4割を超える。男女年層
別にみると，女13 〜 19歳
の6割が4時間以上利用す
る一方，男女50代では1時
間以下の利用者が6割を占
めており，スマホ利用者の中
でも年層による差が大きい。

②スマートフォンでの動画視聴

スマートフォンでのインターネット動画の視聴
頻度を尋ねたところ（表2），「毎日のように」か
ら「年に数日くらい」までを合わせた動画の視
聴者は，13 〜 59歳全体の58％であった。男
女年層別にみると，男女13 〜 19歳，男20代
では45％前後の人が「毎日のように」見ており，
若年層がスマートフォンで動画を活発に視聴し
ている様子がうかがえる。

（2）モバイル利用時間別にみたテレビ視聴
それでは，モバイル利用者はテレビをどのよ

うに見ているのだろうか。モバイル端末の利用
の違いによってテレビ視聴に差があるのかをみ

図 1　スマートフォンの利用時間（男女年層別　利用者分母）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

７時間以上

６時間くらい

５時間くらい

４時間くらい

３時間くらい

２時間くらい

１時間くらい

３０分くらい

ほとんど、まったく利用しない

女 50 代（226 人）
女 40 代（295 人）
女 30 代（215 人）
女 20 代（158 人）

女 13 ～ 19 歳（103 人）
男 50 代（201 人）
男 40 代（266 人）
男 30 代（206 人）
男 20 代（142 人）

男 13 ～ 19 歳（101 人）

（1913 人）
スマートフォン利用者

2 16％ 22 20 18 8 7 3
1
4

1
7 11 23 13 15 16 3 11

1
2 4 16 20 28 8 9 6 8

1
2 11 21 22 18 10 9 3 4

1

1
14 23 33 17 5 3 22

0
3 26 30 17 14

1
3 3 22

0
9 6 9 17 23 16 11 11

0

0
3 9 20 21 10 18 8 11

0

1
14 25 21 18 10 7 4 2

1
2 19 30 17 19 5 4

1
2
1

3 33 26 15 12 4 3
1 1
250 代（226人）

40 代（295人）

30 代（215人）

20 代（158人）

13～19 歳  
（103人）

50 代（201人）

40 代（266人）

30 代（206人）

20 代（142人）

13～19 歳  
（101人）

女性

男性

スマートフォン
利用者全体     

（1,913人）

無回答7時間以上6時間くらい5時間くらい4時間くらい

3時間くらい2時間くらい1時間くらい30 分くらいほとんど，
まったく
利用しない

表 2　スマートフォンでの動画視聴頻度（男女年層別）

太字：全体と比べて統計的に高い（以下同様）

（%）

全
体

男 女
13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

「動画」を見ている 58 74 81 70 55 41 88 82 60 54 30

毎日のように 22 46 44 27 20 10 48 35 14 16 9

週に 3 〜 4 日
くらい 10 14 14 12 11 9 22 12 10 7 4

週に 1 〜 2 日
くらい 14 5 15 20 12 11 13 21 20 15 9

月に 1 〜 2 日
くらい 9 6 8 8 9 7 4 12 11 12 7

年に数日
くらい 3 3 1 3 3 4 1 2 5 4 2

ほとんど，まったく
見ない 12 16 8 14 13 19 4 4 7 12 13

非該当（ネット非利用者
＋ネット動画視聴なし） 30 10 11 16 31 39 8 13 33 34 57
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るために，まず，「モバイルの利用時間」を切り
口にみていく。

表3は，モバイル利用時間 4）別にみた人々の
テレビ視聴をまとめたものである。年層の影響

を排除するために，男13 〜 39歳，男40 〜 59
歳，女13 〜 39歳，女40 〜 59歳の4つの層に
分けてみてみた 5）。

なお，テレビの見方とテレビに対する意識，

表 3　テレビ視聴（モバイル利用時間別・男女年層 4 区分）

（%）

男 13 〜 39 歳 男 40 〜 59 歳 女 13 〜 39 歳 女 40 〜 59 歳
男
13
～
39
歳
の
全
体

モ
バ
イ
ル
短
時
間
（
1
時
間
半
以
下
）

モ
バ
イ
ル
中
間
（
2
～
3
時
間
半
）

モ
バ
イ
ル
長
時
間
（
4
時
間
以
上
）

男
40
～
59
歳
の
全
体

モ
バ
イ
ル
非
利
用
者

モ
バ
イ
ル
短
時
間
（
1
時
間
半
以
下
）

モ
バ
イ
ル
中
間
（
2
～
3
時
間
半
）

モ
バ
イ
ル
長
時
間
（
4
時
間
以
上
）
＊

女
13
～
39
歳
の
全
体

モ
バ
イ
ル
短
時
間
（
1
時
間
半
以
下
）

モ
バ
イ
ル
中
間
（
2
～
3
時
間
半
）

モ
バ
イ
ル
長
時
間
（
4
時
間
以
上
）

女
40
～
59
歳
の
全
体

モ
バ
イ
ル
非
利
用
者

モ
バ
イ
ル
短
時
間
（
1
時
間
半
以
下
）

モ
バ
イ
ル
中
間
（
2
～
3
時
間
半
）

モ
バ
イ
ル
長
時
間
（
4
時
間
以
上
）
＊

人数 526 103 186 172 642 139 203 198 74 527 117 169 202 701 135 274 173 84

テ
レ
ビ
視
聴
時
間

ほとんど，まったく見ない 20 17 19 20 10 11 7 10 20 12 15 11 9 5 5 3 6 8 

短時間（1 時間以下） 33 37 38 28 26 21 32 27 20 27 38 28 19 20 16 26 16 11 

中間（2 〜 3 時間） 36 41 34 37 45 43 46 47 34 40 35 44 39 43 33 43 50 46 

長時間（4 時間以上） 11 5 9 16 19 25 15 16 26 21 11 18 33 33 44 27 28 35 

必
要
性

テ
レ
ビ
の

必要派※ 1 76 78 80 74 84 81 91 83 76 87 85 89 91 92 90 92 93 90 

不必要派※ 1 23 22 20 26 16 19 9 17 24 13 15 11 9 8 10 8 7 10 

見
方

テ
レ
ビ
の

〈ながら視聴〉
テレビを見ながら，ほかのこともする 80 69 82 88 70 63 72 74 73 86 77 88 93 86 85 86 89 82 

〈家族視聴〉
家族と一緒にテレビを見る 71 73 67 76 69 56 77 71 66 83 81 82 90 80 73 82 84 80 

〈漠然視聴〉
テレビは何となくつけている 66 60 69 72 67 65 73 66 59 74 73 71 82 73 72 72 79 70 

意
識

テ
レ
ビ
に
対
す
る

〈家族視聴楽しい〉
家族でテレビを見るのは楽しい 67 69 68 70 65 54 69 70 65 80 80 80 85 77 67 77 84 73 

〈都合〉
いつでも，自分の都合に合わせて，好きなテレビ番組を見たい 69 70 67 75 72 67 77 72 65 73 64 77 78 68 63 68 70 70 

〈大好き〉
テレビを見るのが大好きだ 60 66 58 60 70 70 72 71 59 75 62 78 83 79 79 81 80 70 

〈面倒〉
好きな番組でも，毎回決まった時間に見るのは面倒だ 53 55 56 55 47 41 47 51 46 59 68 59 54 48 40 49 51 51 

テ
レ
ビ
の
効
用

〈生活情報〉
毎日の生活に役立つ情報が得られる 80 81 84 79 80 77 82 83 70 84 81 83 89 89 87 91 87 86 

〈共通の話題〉
人との共通の話題が得られる 80 74 85 79 74 62 78 77 76 85 76 86 93 84 81 86 86 83 

〈家族団らん〉
家族との会話がはずんだり，場がなごんだりする 73 69 80 74 68 55 74 72 66 82 76 85 86 82 76 84 87 80 

〈習慣やリズム〉
毎日の生活に習慣やリズムが生まれる 51 49 53 50 57 57 60 57 50 58 61 58 62 67 76 65 67 62 

意
識

に
対
す
る

モ
バ
イ
ル

電車やまちなかで，多くの人がスマホやタブレットを
使っていると，違和感がある 25 33 24 17 42 51 47 35 24 28 44 25 20 46 49 53 41 27 

メールや LINE などで連絡するより，会ったり電話を
したりするほうが大事だと思う 75 69 77 74 76 76 78 72 77 73 74 74 73 72 70 75 73 58 

 全体と比べて統計的に高い　  全体と比べて統計的に低い（以下同様）
＊男 40 〜 59 歳と女 40 〜 59 歳の「モバイル長時間」は，人数が少ないため参考値
※ 1　必要派は，「必要なもの」＋「どちらかといえば，必要なもの」。不必要派は，「必要ないもの」＋「どちらかといえば，必要ないもの」（以下同様）
※ 2　テレビの見方の各項目は，「よくある」＋「ときどきある」（以下同様）
※ 3　テレビとモバイルに対する意識の各項目は，「あてはまる」＋「まああてはまる」（以下同様）
※ 4　テレビの効用の各項目は，「そう思う」＋「どちらかといえば，そう思う」（以下同様）

※ 2

※ 3

※ 3

※ 4
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そしてテレビの効用について，各項目の文章が
長いため，以降の図表や本文の表記には，表3
に併記した〈　〉内の略称を使用する。

1日のテレビ視聴時間 6）について，「ほとんど，
まったく見ない」は，若い年層（13 〜 39歳）や
男性のほうが高く，男13 〜 39歳では20％に上
る。男40 〜 59歳でも，「モバイル長時間利用」
では20％と，この層の全体より高い。また，「テ
レビ長時間（4時間以上）視聴」は，中年層（40
〜 59歳）では，男女とも，モバイル非利用者
のほうがモバイル利用者より高い。一方，若い
年層では，男女とも，モバイル利用時間が長い
ほど「テレビ長時間視聴」が高い傾向がある。
年層によって様相が異なり，若い年層では，テ
レビ視聴時間とモバイルの利用時間が必ずしも
相反する関係にはないと思われる。

テレビの必要性やテレビの見方，テレビに対
する意識，そしてテレビの効用についてみると，
女13 〜 39歳では，「モバイル長時間利用」で，
テレビ「必要派」をはじめ，〈ながら視聴〉〈家
族視聴楽しい〉〈共通の話題〉など多くの項目が
8 〜 9割に達する。この層では，モバイルを長
時間利用しながらも，テレビを必要なもの（「ど
ちらかといえば」を含む）と感じ，テレビに対し
ておおむね肯定的な意識を持っている人が多い
のが注目される。

ここまで，モバイル利用者のテレビ視聴につ
いて，モバイル利用時間を切り口にみてきたが，
前述の女13 〜 39歳で示されたような，モバイ
ル利用時間の長さとテレビへの肯定的な意識と
の関係性は，その他の層ではみられなかった。
モバイル利用時間という実態面だけでは，モバ
イル利用者のテレビ視聴を十分には説明できな
いようだ。

なお，モバイルに対する意識について聞いた

2項目のうち，「電車やまちなかで，多くの人が
スマホやタブレットを使っていると，違和感が
ある」は，中年層のほうが高い。また，各層と
も，「モバイル短時間利用」や「非利用者」で
各層の全体より高く，中年層では男女とも5割
前後に達する。一方，各層とも，「長時間利用」
では1 〜 2割台と，各層の全体より低い。モバ
イルを利用しない人や，利用者の中でも短時間
しか使わない人は，電車やまちなかで，多くの
人がスマホやタブレットを使っている光景に違
和感のある人が一定数いることがわかる。

──2──「モバイル関与」とグループ分け

第2章では，本調査の核となる概念である
「モバイル関与」項目について詳しくみていく。
そのうえで，多変量解析を用いて，「モバイル
関与」を切り口にしたグループ化を行い，グルー
プごとの特徴をみるとともに，「モバイル関与」
の背景にあると思われる生活意識や価値観と
の関係についてもみていきたい。

（1）「モバイル関与」項目とは
① 24 の「モバイル関与」項目

本調査では，モバイル端末（スマートフォンや
タブレット）の利用実態にとどまらず，利用を通
して感じる意識を含め，人 と々モバイル端末と
の関係性を総合的に表したものを「モバイル関
与」と定義した。そして，グループインタビュー
での参加者の発言などをもとにモバイル利用に
関する具体的場面を1つ1つ拾い出すことで，

「モバイルの機能に関する意識」と「モバイルそ
のものとの距離感」という2つの側面から62項
目を作成した。さらに，インターネットモニター
を対象に，62の「モバイル関与」項目でモバイ
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ル端末に対しどのように感じているかを尋ねる
プリテストを実施した。その回答結果を検討し，
内容が重複するものや回答傾向にかたよりがあ
るものを整理し，さらに，調査相手に質問意図
が伝わりやすかったかどうかも考慮したうえで，
最終的に24の項目に絞り込んだ（表4）。

これらの項目は，前述のように大きく2つに
分類できる。1つは，〈モバイルの機能を使った
行動やそれに関する意識〉で，この中には，「自
分の体験をSNSに書き込んだりアップしたりす
ることがよくある」（コミュニケーション）や「情
報収集に，SNSを活用する」（情報収集），「ス
マホやタブレットを使っていると楽しい」（生活

快適）といった項目が含まれる。もう1つは，
モバイル端末そのものに対する物理的・心理的
な距離感を表す〈モバイルとの距離感〉で，こ
の中には，「スマホやタブレットを1日中手放せ
ない」や「スマホやタブレットは，自分の一部
や，自分と一体のような感じがする」といったモ
バイルとの距離感が“近い”感覚の項目に加え，

「スマホやタブレットは，単なる道具にすぎない
と思う」や「自分のペースを乱されたり時間に追
われたりして，わずらわしいと感じることがあ
る」といったモバイルとの距離感が“遠い”感覚
の項目が含まれる。

表 4　「モバイル関与」項目（全 24 項目）

（項 目 名） （略 称）

モバイルの機能を使った行動やそれに関する意識（13 項目）
（コミュニケーションについての項目）
・自分の体験を SNS に書き込んだりアップしたりすることがよくある 〈体験を SNS に書き込んだりする〉
・スマホやタブレットで，いつも人とつながっていたい 〈いつも人とつながっていたい〉
・思いついたことを SNS で気軽に家族や友人へ送ることがよくある 〈思いついたことを気軽に SNS で送る〉
・スマホやタブレットがあると，親しい人とさらに仲良くなれると思う 〈親しい人とさらに仲良くなれる〉
（情報収集についての項目）
・情報収集に，SNS を活用する 〈情報収集に，SNS を活用する〉
・スマホやタブレットで，気になることはすぐ調べないと気がすまない 〈気になることはすぐ調べる〉
・スマホやタブレットで，自分のほしい情報をうまく手に入れている 〈ほしい情報をうまく手に入れている〉
・スマホやタブレットで，今この瞬間に起きている事件や出来事を知ることがよくある 〈今この瞬間の出来事を知る〉
・さまざまな意見や考え方を知るために，スマホやタブレットを使う 〈様々な意見を知るために使う〉
（生活快適についての項目）
・スマホやタブレットを使っていると楽しい 〈使っていると楽しい〉
・いつもスマホやタブレットでひまつぶしをしている 〈いつも暇つぶしをしている〉
・外出するときは，いつもスマホやタブレットで，電車などの時刻や目的地までの行き方を調べる 〈電車の時刻や行き方を調べる〉
・スマホやタブレットのほうが，テレビよりも自分好みの内容・情報を見つけることができると思う 〈テレビより好みの内容見つけられる〉

モバイルとの距離感（11 項目）
（距離感が近い項目）
・スマホやタブレットを 1 日中手放せない 〈1 日中手放せない〉
・時間を忘れて，使いすぎることがある 〈時間を忘れて使いすぎる〉
・スマホやタブレットに新しい通知がないか，いつも気になっている 〈いつも通知がないか気になる〉
・スマホやタブレットは，自分の一部や，自分と一体のような感じがする 〈自分の一部のような感じがする〉
（距離感が遠い項目）
・スマホやタブレットは，単なる道具にすぎないと思う 〈単なる道具にすぎないと思う〉
・自分のペースを乱されたり時間に追われたりして，わずらわしいと感じることがある 〈ペースを乱され，わずらわしい〉
・スマホやタブレットを使った後，時間を無駄にしてしまったと思うことがある 〈時間を無駄にしたと思う〉
・スマホやタブレットがなくても，あまり困らない 〈なくてもあまり困らない〉
・スマホやタブレットで多くの情報が得られる反面，情報に踊らされていると感じることがある 〈情報に踊らされていると感じる〉
・スマホやタブレットを通じたコミュニケーションよりも，会話などリアルなコミュニケーションのほうを大切にしたい 〈リアルコミュニケーション大切〉
・スマホやタブレットを使うときに，通信環境やデータ使用量の上限を気にすることが多い 〈通信環境やデータ使用量気にする〉
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②男女年層別にみた「モバイル関与」項目

次に，これらの項目について，モバイル利用
者（本調査でスマートフォンかタブレット端末を
利用していると答えた2,009人）を対象に，「あ
てはまる」「まああてはまる」「あまりあてはまら
ない」「あてはまらない」の4 段階で尋ね，男女
年層別にどのような特徴があるのかをみていく。

なお，各項目の文章が長いため，以降の図
表や本文の表記には，表4に併記した〈　〉内
の略称を使用する。

〈モバイルの機能を使った行動やそれに関する

意識〉の結果

まず，表5の〈モバイルの機能を使った行動
やそれに関する意識〉について，「あてはまる

のほうが，モバイルの機能をより深く生活に取り
入れている傾向があるといえよう。

特に，女20代は，13項目すべてでモバイル利
用者全体より高いうえ，7項目で70 〜 80％台に
達する。すなわち，女20代は，モバイルの機能
を多方面で積極的に活用する人が多いといえる。

一方，男20代は，〈ほしい情報をうまく手に
入れている〉（情報収集）など4つの項目で80％
前後に及び，モバイルを主に情報収集の面で役
立てていることがうかがえる。

〈モバイルとの距離感〉の結果

次に，表6の〈モバイルとの距離感〉について
みていく。

モバイル利用者全体で「あてはまる計」の割
計」（「あてはまる」「まああて
はまる」の合計）の割合を男
女年層別にみると，女性の
30 代以下と男性の20 代以
下の各年層で，モバイル利
用者全体より高い項目が多
い。このことから，モバイ
ルの機能を多方面で使いこ
なしているのは，男女とも若
年層であるといえるだろう。

また，男女別では，コミュ
ニケーション機能に関する4
項目をはじめ，〈情報収集に，
SNSを活用する〉〈気になる
ことはすぐ調べる〉（以上，
情報収集），〈使っていると楽
しい〉〈電車の時刻や行き方
を調べる〉（以上，生活快適）
の8項目で，女性のほうが
男性より高いことから，女性

表 5　〈モバイルの機能を使った行動やそれに関する意識〉
「あてはまる計」（男女年層別）

（%）

利
用
者
全
体

モ
バ
イ
ル

男 男 女 女

13
～
59
歳

13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

13
～
59
歳

13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

人数 2,009 964 116 143 216 274 215 1,045 108 161 222 307 247

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

体験をSNSに書き込ん
だりする 21 18 31 32 11 17 9 24 53 44 27 14 8 

いつも人とつながって
いたい 22 19 34 27 16 18 9 25 35 32 24 24 20 

思いついたことを気軽に
SNS で送る 31 22 33 32 18 22 14 38 59 46 44 30 30 

親しい人とさらに仲良く
なれる 41 36 57 46 33 32 24 46 65 53 46 43 35 

情
報
収
集

情報収集に，SNS を
活用する 49 43 62 56 45 38 28 55 77 75 56 49 39 

気になることはすぐ
調べる 52 48 42 57 53 50 39 55 52 68 61 57 40 

ほしい情報をうまく
手に入れている 72 70 75 83 74 70 55 74 75 86 81 75 57 

今この瞬間の出来事を
知る 66 66 64 78 67 66 58 66 70 77 71 66 53 

様々な意見を知るために
使う 41 41 45 53 42 42 27 42 53 52 49 42 26 

生
活
快
適

使っていると楽しい 67 64 81 79 67 63 44 69 89 86 71 67 52 

いつも暇つぶしをして
いる 57 58 73 75 67 54 37 56 81 80 60 53 30 

電車の時刻や行き方を
調べる 65 61 61 80 63 59 51 68 72 77 73 72 52 

テレビより好みの内容
見つけられる 62 62 67 73 66 62 50 61 77 80 66 60 40 
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あまり困らない〉（距離感が
遠い）は，利用者全体より
高い。このことは，男女50
代のモバイル利用が，若年
層ほど濃密ではないことを
反映しているのではないか
と考えられる。

（2）「モバイル関与」に
　　よるグループ分け

24の「モバイル関与」項目
が持ち合わせる意味合いか
らグループ分けを行い，各
グループの特徴を分析し，
モバイル利用者がテレビをど
う見ているかを探っていく。

合が最も高かった項目は，〈リアルコミュニケー
ション大切〉（78％）で，続く〈単なる道具にす
ぎないと思う〉（71％）と合わせ，モバイルに対
して距離感が“遠い”感覚を示す項目が上位と
なった。このことは，なるべくモバイルに振り回
されず，主体的に使いたいという利用者の意識
の表れなのかもしれない。一方，3番目に高かっ
たのは，〈1日中手放せない〉（距離感が近い）で
57％だった。利用者にとってモバイルとの距離
感は，意識・実態ともに，遠近様 な々側面があ
ることをうかがわせる。

男女別では，〈時間を忘れて使いすぎる〉〈い
つも通知がないか気になる〉（以上，距離感が
近い），〈ペースを乱され，わずらわしい〉〈時間
を無駄にしたと思う〉〈情報に踊らされていると
感じる〉〈リアルコミュニケーション大切〉（以上，
距離感が遠い）といった多くの項目で，女性の
ほうが男性より高いことから，モバイルとの距

離感についても，女性のほうが，日常生活の中
でより強く意識している傾向があるといえよう。
特に，女性の13 〜 19歳と20代でモバイル利
用者全体より高い項目が多い。

一方，〈1日中手放せない〉は，唯一，男性の
ほうが高い項目である。男20 〜 40代と女20
代で60 〜 70％に及び，モバイル利用者全体よ
り高い。なお，ツール感を示す〈単なる道具に
すぎないと思う〉の項目で，「あてはまる」または

「まああてはまる」と答えた人たちの中でも，〈1
日中手放せない〉が54％と半数を超えている。
もちろん仕事での使用などモバイルの利用には
様 な々側面があることに考慮が必要だが，たと
えモバイルに対して距離を置こうという意識を
持っていても，実態としては手放せない人も少
なくないことがうかがえる。

なお，男女50代では，モバイル利用者全体
より低い項目が比較的多いが，唯一，〈なくても

表 6　〈モバイルとの距離感〉「あてはまる計」（男女年層別）

（%）

利
用
者
全
体

モ
バ
イ
ル

男 男 女 女

13
～
59
歳

13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

13
～
59
歳

13
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

距
離
感
が
近
い

1 日中手放せない 57 61 53 67 67 63 52 53 57 70 57 51 41 

時間を忘れて使いすぎる 43 40 69 55 41 35 20 45 74 61 46 42 24 

いつも通知がないか
気になる 32 28 36 38 28 28 18 35 44 40 32 36 31 

自分の一部のような
感じがする 25 26 27 34 29 25 20 24 38 36 25 20 16 

距
離
感
が
遠
い

単なる道具にすぎないと
思う 71 72 60 63 75 77 73 70 61 58 70 76 74 

ペースを乱され，
わずらわしい 29 26 31 21 28 29 21 32 35 26 34 37 26 

時間を無駄にしたと思う 33 28 49 29 32 25 15 38 53 45 43 38 24 

なくてもあまり困らない 26 27 30 20 21 29 33 25 23 16 19 28 32 

情報に踊らされていると
感じる 45 40 47 41 43 41 32 49 57 52 51 50 41 

リアルコミュニケーショ
ン大切 78 75 78 70 79 79 67 81 80 81 77 85 82 

通信環境やデータ使用量
気にする 45 45 59 48 43 45 37 46 68 58 42 43 34 
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因子分析による因子分け

24の「モバイル関与」項目
について因子分析を行った
結果，その回答傾向から4つ 
の因子に分かれた（表7）7）。

第1因子は7つ，第2因子
は6つ，第3因子は5つ，第
4因子は6つの項目から構成
される。第1因子は，ほし
い情報をうまく手に入れるな
どモバイル端末を使いこなし
ているという内容の項目が
多く，「活用」と名づけた。
第2因子は，自分の一部で
手放せない感覚というような
項目が多く，「親密・密着」
と名づけた。第3因子は，
SNSの利用が活発で，スマ
ホやタブレットでのコミュニ
ケーションに積極的な項目
が多く，「つながり」と名づ
けた。第4因子は，時間を
無駄にしたと後悔したり，自
分のペースを乱されたりしてスマホやタブレット
の負の側面を強く感じる項目が多く，「批判・敬
遠」と名づけた。

クラスター分析によるグループ分け

因子分析によって4つに分かれた「モバイル
関与」の組み合わせから，非階層的クラスター
分析（K-means法）で，モバイル利用者2,009
人のサンプルをグループ分けしたところ，5つに
分類することができた（図2）。Aグループは，

「親密・密着」「つながり」因子が強いグループ
である。Bグループは，「つながり」「活用」因

子が強い人たちである。Cグループは，「活用」
因子が強く「つながり」因子が弱いグループ，D
グループは「批判・敬遠」因子が強いといえる。
Eグループは4つの因子ともマイナス，つまり4タ
イプのどの「モバイル関与」も弱いグループであ
る。

今回は，グループの名前を，A「いつでも一
緒」，B「つながり優先」，C「自分流活用」，D

「批判・敬遠」，E「低関与」と名づけた。モバ
イル利用者2,009人の中での各グループの構成
比をみると，Aが20％，Bが21％，Cが26％，
Dが21％，Eが11％である。

表 7　モバイル関与項目の因子分析結果

第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子 第 4 因子
共通性

活用 親密・
密着 つながり 批判・

敬遠
ほしい情報をうまく手に入れている 0.75 0.15 0.23 0.15 0.66 
今この瞬間の出来事を知る 0.69 0.21 0.22 0.13 0.58 
テレビより好みの内容見つけられる 0.65 0.29 0.15 0.15 0.55 
気になることはすぐ調べる 0.63 0.25 0.28 0.13 0.55 
電車の時刻や行き方を調べる 0.59 0.18 0.21 0.18 0.46 
様々な意見を知るために使う 0.57 0.24 0.33 0.15 0.51 
使っていると楽しい 0.54 0.47 0.30 0.07 0.60 
自分の一部のような感じがする 0.22 0.70 0.29 −0.01 0.63 
時間を忘れて使いすぎる 0.28 0.69 0.21 0.17 0.62 
1 日中手放せない 0.32 0.62 0.19 −0.01 0.53 
いつも通知がないか気になる 0.24 0.57 0.38 0.12 0.54 
いつも暇つぶしをしている 0.47 0.54 0.20 0.02 0.55 
通信環境やデータ使用量気にする 0.16 0.29 0.12 0.25 0.19 
思いついたことを気軽に SNS で送る 0.24 0.16 0.73 0.08 0.63 
いつも人とつながっていたい 0.19 0.29 0.70 0.01 0.62 
親しい人とさらに仲良くなれる 0.29 0.27 0.64 0.06 0.56 
体験を SNS に書き込んだりする 0.23 0.15 0.62 0.08 0.47 
情報収集に，SNS を活用する 0.44 0.19 0.51 0.15 0.52 
時間を無駄にしたと思う 0.09 0.30 0.14 0.63 0.51 
ペースを乱され，わずらわしい 0.03 0.20 0.09 0.62 0.43 
情報に踊らされていると感じる 0.16 0.11 0.09 0.59 0.39 
リアルコミュニケーション大切 0.18 −0.10 0.07 0.51 0.31 
なくてもあまり困らない −0.18 −0.36 −0.11 0.42 0.35 
単なる道具にすぎないと思う 0.19 −0.22 −0.09 0.40 0.25 
　　因子寄与 3.91 3.14 2.95 2.00 11.99 
　　寄与率（％） 16.28 13.10 12.29 8.31 49.98 
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（3）5 つのグループの特徴
ここからは，「モバイル関与」の因子によって

分類したA〜 Eの5つのグループの，属性やテ
レビ視聴などの特徴をみていく。

スマートフォンで「毎日のように」動画を見
る人は，AからEの順に44％，27％，24％，
16％，12％で，Aはモバイル利用者全体（25％）
より高い。また，スマートフォンで「毎日のよう
に」SNSを利用する人 8）は，AからEの順に

①属性とスマートフォンの

　利用状況

A 〜 Eの5つのグループ
の男女年層別の構成をみる
と（図3），A「いつでも一緒」
は，男女20代以下が4割を
占める。B「つながり優先」
は，女30代以下が35％とモ
バイル利用者全体より高い。
C「自分流活用」は男30 〜
50代が半数近くを占め，D

「批判・敬 遠」は男40・50
代が3割強で利用者全体よ
り高い。E「低関与」は，男
女50代が45％に達する。な
お，「モバイル非利用者」は
男女50代が半数を占める。

スマートフォンの利用時間
をみると，Aは4時間以上の

「長時間」が44％でモバイル
利用者全体（21％）より高く，
Bは「長時間」が26％，2 〜
3時間の「中間」が42％でそ
れぞれ利用者全体（21％と
36％）より高い。Cは「中間」
が42％で利用者全体（36％） 
より高く，DとEは1時間以 
下の「短時間」がそれぞれ
53％と54％で利用者全体

（36％）より高い。

注）グラフの数字は，「最終クラスター中心」と呼ばれる，各グループの特徴を示すもの

図 2　非階層的クラスター分析によるグループ化

図 3　男女年層 10 歳刻み（5 グループ別）
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83％，85％，57％，53％，31％で，AとBは
利用者全体（64％）より高い。

②テレビ視聴

5グループ別にみたテレビ視聴の結果を，表8

にまとめた。
A「いつでも一緒」は，テレビ「必要派」が9

割近くに上るのをはじめ，〈大好き〉（「テレビを
見るのが大好きだ」）が8割など，モバイル利用
者全体と比べて高い項目が多く，テレビをおお
むね肯定的にとらえている。また，〈習慣やリズ
ム〉の面でテレビの効用を感じている人が7割
近くと利用者全体より高い。

B「つながり優先」は，〈家族視聴楽しい〉で
8割，〈家族団らん〉で8割以上と，モバイル利
用者全体より高いほか，〈家族視聴〉も8割に上

る。家族の団らん面でテレビの効用を感じてい
る人が多い。

C「自分流活用」は，〈家族視聴〉が7割台前
半とモバイル利用者全体より低いほかは，ほと
んどの項目で利用者全体並みである。

D「批判・敬遠」は，〈大好き〉をはじめ，モ
バイル利用者全体より低い項目もあるが，〈家族
視聴〉は8割以上と，利用者全体より高い。

E「低関与」は，テレビを「ほとんど，まった
く見ない」が16％で，モバイル利用者全体より
高い一方で，「中間（2 〜 3時間）」と「長時間（4
時間以上）」を合わせると，7割近くになる。こ
のグループでは，テレビを見ない人と一定以
上（2時間以上）見る人に二極化しているとみら
れる。また，テレビ「不必要派」が2割近くと，
利用者全体より高いほか，テレビに対する意識

などで利用者全体より低い
項目が多く，テレビに対して
やや消極的にみえる。

なお，「モバイル非利用
者」は，テレビを「長時間（4
時間以上）」見る人の割合が
30％と，調査の有効者全体

（22％）より高い。その他の
項目は，おおむねEと同じく
らいである。

③いちばん役に立つもの

「ニュースや社会の動きを
知る」など日常生活で感じる
効用について，テレビ，ラ
ジオ，新聞，本・雑誌・マ
ンガ，パソコン，タブレット 
端末，スマートフォン，携帯
電話（スマートフォンを除く）

表 8　テレビ視聴（5 グループ別）

モ
バ
イ
ル
利
用
者
全
体

A B C D E モ
バ
イ
ル
非
利
用
者（%）

「
い
つ
で
も
一
緒
」

「
つ
な
が
り
優
先
」

「
自
分
流
活
用
」

「
批
判
・
敬
遠
」

「
低
関
与
」

テレビ
視聴時間

ほとんど，まったく見ない 11 11 9 12 9 16 12 
短時間（1 時間以下） 27 27 28 28 30 16 21 
中間（2 〜 3 時間） 42 40 41 41 44 45 37 
長時間（4 時間以上） 20 22 21 19 17 22 30 

テレビの
必要性

必要派 86 89 88 84 86 81 82 
不必要派 14 11 12 16 14 19 18 

テレビの
見方

〈ながら視聴〉 82 89 84 81 80 72 71 
〈家族視聴〉 78 81 80 74 82 69 64 
〈漠然視聴〉 71 80 72 69 67 67 65 

テレビに
対する意識

〈家族視聴楽しい〉 75 77 80 72 75 65 59 
〈都合〉 71 81 74 71 66 62 63 
〈大好き〉 71 80 74 69 67 67 72 
〈面倒〉 53 56 58 53 54 36 40 

テレビの
効用

〈生活情報〉 84 88 85 85 81 79 80 
〈共通の話題〉 83 88 87 81 79 74 72 
〈家族団らん〉 79 81 86 77 77 69 64 
〈習慣やリズム〉 59 67 59 56 56 56 63 
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で13％にとどまり，スマートフォンの普及によ
り時間や場所を選ばず情報を取得できるように
なったことが影響しているのではないかと考え
られる。一方で，「ニュースや社会の動きを知る」

「興味のないことでも見たり聞いたりできる」で
は5割前後が，「わくわく・ドキドキ感を味わう」

図 4　いちばん役に立つもの（モバイル利用者分母）
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分母 = モバイル利用者（2,009 人）

図 5　いちばん役に立つもの（テレビとスマートフォンの割合，5 グループ別）
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の8つの中からいちばん役に立つと思うものを
尋ねた（図4）（今回の調査は上記のように“機
器”を中心に選択肢を作成した）。「素早く情報
を知る」「生活が便利で効率的になる」では7割
前後がスマートフォンがいちばん役に立つと評
価している。一方，テレビは「素早く情報を知る」

では4割強がテレビを選択し
ていて，世論認知機能や感
動機能でテレビが評価され
ていることがうかがえる。

これらのいちばん役に立
つもののうち，「テレビ」と

「スマートフォン」のそれぞ
れを選んだ人の割合を5グ
ループ別にみた（図5）。A

「いつでも一緒」とB「つな
がり優先」は，「素早く情報
を知る」「生活が便利で効
率的になる」で8割前後が
スマートフォンと回答し，情
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報の速報性や生活の効率化という点でスマート
フォンが役に立つと評価している。D「批判・
敬遠」は，「ニュースや社会の動きを知る」「わ
くわく・ドキドキ感を味わう」「興味のないこと
でも見たり聞いたりできる」でテレビが5割を超
え，テレビの評価が高い。E「低関与」は，い
ずれの項目もスマートフォンは4割以下である。
一方，「ニュースや社会の動きを知る」「興味の
ないことでも見たり聞いたりできる」で，半数以
上がテレビをいちばん役に立つと回答し，テレ
ビの相対的位置づけが高いことがうかがえる。

④生活意識・価値観

生活意識やコミュニケーション・情報収集に
関する価値観を5グループ別にみたものが，表9

である。
A「いつでも一緒」は「新しいものやサービス

はすぐ試してみるほうだ」が4割強とモバイル利
用者全体より高い。また,「知りたいことについて，
すぐ情報が得られないと気がすまない」が6割

弱で即時充足の欲求が高い。
B「つながり優先」は，「人の指示に従うより，

何でも自分で決めたいほうだ」が7割弱，「社会
全体を良くするために，自分も何かしたいと思
う」が6割でモバイル利用者全体より高い。ま
た,「特定の趣味や興味関心ごとについては，
かなり詳しいほうだ」が6割，「さまざまなメディ
アの情報を見比べるほうだ」が5割弱と利用者
全体より高く，情報収集に積極的な様子がうか
がえる。

C「自分流活用」は，「社会全体を良くするた
めに，自分も何かしたいと思う」が4割とモバイ
ル利用者全体より低い。また，「知りたいことに
ついて，すぐ情報が得られないと気がすまない」
が5割弱と利用者全体より高い一方で，「話題
になっていることはなんでも知っておきたい」は
3割に届かず利用者全体より低いことから，自
分が知りたい情報に関しては積極的だが，世間
で話題になっていることにはあまり関心がない
様子がうかがえる。

表 9　生活意識とコミュニケーション・情報収集に関する価値観（5 グループ別）

モ
バ
イ
ル
利
用
者
全
体

A B C D E モ
バ
イ
ル
非
利
用
者（%）

「
い
つ
で
も
一
緒
」

「
つ
な
が
り
優
先
」

「
自
分
流
活
用
」

「
批
判
・
敬
遠
」

「
低
関
与
」

生
活
意
識

時間を有効に使わないと，とても損した気分になる 67 71 70 64 71 50 60
人の指示に従うより，何でも自分で決めたいほうだ 65 67 69 63 68 49 60
社会全体を良くするために，自分も何かしたいと思う 50 49 60 43 58 34 43
新しいものやサービスはすぐ試してみるほうだ 29 43 34 27 18 17 14

ケ
ー
シ
ョ
ン

コ
ミ
ュ
ニ

家族や友人といつでも連絡をとりあいたいほうだ 43 62 56 30 30 36 35
自分の考えや感じたことを人に知ってもらいたい 36 55 49 23 28 20 32
言葉より絵（スタンプなど）や写真，動画のほうが，気持ちが伝わりやすい気がする 27 33 33 26 24 16 15
ひとりでいる時も，電話やメールなどで人とつながっていたい 19 41 26 6 8 14 13

情
報
収
集

知りたい情報は，納得がいくまで探すほうだ 69 78 78 75 63 38 52
特定の趣味や興味関心ごとについては，かなり詳しいほうだ 50 53 61 52 43 27 34
知りたいことについて，すぐ情報が得られないと気がすまない 41 58 44 47 26 21 26
さまざまなメディアの情報を見比べるほうだ 37 43 45 39 31 18 24
話題になっていることはなんでも知っておきたい 31 51 36 27 18 18 18
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D「批判・敬遠」は，「社会全体を良くするた
めに，自分も何かしたいと思う」が6割弱とモバ
イル利用者全体より高い。また，「知りたい情報
は，納得がいくまで探すほうだ」は6割を超える
が，情報収集に関しては利用者全体より低い項
目が多く，やや消極的な様子がみてとれる。

E「低関与」は，「人の指示に従うより，何で
も自分で決めたいほうだ」が5割弱，「社会全体
を良くするために，自分も何かしたいと思う」が
3割とモバイル利用者全体より低く，受動的で
ある。また，「知りたい情報は，納得がいくま
で探すほうだ」が4割弱で利用者全体より低く，
情報収集に消極的な様子がうかがえる。

なお，「モバイル非利用者」は，「新しいもの
やサービスはすぐ試してみるほうだ」など，Eと
同程度の項目が多い。

──おわりに

ここまでみてきた，A 〜 Eグループの属性や
テレビを含めたメディア利用，意識・価値観の
特徴をまとめたものが，表10である。

今回の「モバイル関与」の因子で分類したグ
ループごとに，テレビを含めたメディアの利用
行動や意識に違いがあり，さらに生活意識やコ
ミュニケーション・情報収集に関する価値観も
異なることが確認できた。モバイル利用者のテ
レビとの接し方も一様ではなく多様化している
ことを示すことができたのではないだろうか。

図6は，5グループの内訳をモバイル非利用
者も含めて年層ごとに示したものである。C「自
分流活用」，D「批判・敬遠」，E「低関与」は
各年層に一定数いる一方で，A「いつでも一緒」
とB「つながり優先」は若年層ほど多くなる。
2008年のiPhoneの日本発売以降，子ども時代

Ａ 「いつでも一緒」（20％）
 モバイル端末への親密度が高く手放せない

・男女 20 代以下が 4 割
・スマートフォンを長時間利用する人が 4 割を超えモバイル

利用者全体より高い
・ネット動画を毎日視聴する人が4割と利用者全体より高い。
 8 割強が「毎日のように」SNS を利用
・テレビを見るのが大好きな人が 8 割 
・新しいものやサービスを試す人が 4 割で利用者全体より高

い
・すぐ情報が得られないと気がすまない人が 6 割弱と即時充

足の欲求が高い

Ｂ 「つながり優先」（21％）
 コミュニケーション重視で SNS の利用が多い

・女 30 代以下が 35％　   
・スマートフォンを長時間利用する人が 3 割弱と利用者全体

より高い
・85％が「毎日のように」SNS を利用
・家族でテレビを見るのが楽しい人が 8 割。家族団らんのテ

レビの効用を 8 割以上が評価
・社会を良くするために自分も何かしたいと思う人が 6 割と

利用者全体より高い
・特定の興味関心ごとに詳しく，メディアの情報を見比べる

など情報収集に積極的

Ｃ 「自分流活用」（26％）
 マイペースで主に情報収集のために活用

・男 30 〜 50 代が半数近い
・スマートフォンの利用時間は中間派（2 〜 3 時間）が 4 割

を超え利用者全体より高い
・社会を良くするために自分も何かしたいと思う人が 4 割と

利用者全体より低い
・自分が知りたい情報は探すが，世間の話題にはあまり興味

がない

Ｄ 「批判・敬遠」（21％）
 一定の距離を置きながらモバイル端末を利用

・男 40・50 代が 3 割強
・スマートフォン利用は短時間派が半数を超える。動画視聴

も SNS の利用も活発でない
・ニュースや社会の動きを知る，わくわく・ドキドキ感を味

わう，興味のないことでも見たり聞いたりできる，でテレ
ビを評価する人が半数以上と高い

・社会を良くするために自分も何かしたいと思う人が 6 割弱
と高い。情報収集にやや消極的

Ｅ 「低関与」（11％）
 モバイル端末を含む情報行動が全体的に不活性

・男女 50 代が 45％
・スマートフォン利用は短時間派が半数を超える。動画視聴

も SNS の利用も活発でない
・テレビを見ない人と一定以上（2 時間以上）見る人に二極

化している
・ニュースや社会の動きを知るなどでテレビを評価。テレビ

の相対的位置づけが高い
・人の指示に従うより自分で決めたいという人が 5 割弱と低

く受動的。情報収集に消極的

表 10　グループの特徴まとめ
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から成人するまでにモバイル端末と出会った若
年層で多いAとBは，スマホ時代の特徴的な
グループと考えられるのではないだろうか。

今回の「モバイル関与」の24項目は，モバ
イル端末との関係をすべて網羅しているわけで
はなく，「モバイル関与」項目により分類した5
グループはあくまでも今回の質問項目に基づい
て分けた結果であり，違う尺度でみるとまた変
わってくる可能性はある。今回は，モバイル端
末との関わりを〈機能〉〈距離感〉によって分類
し項目を作成したが，他の切り口はないか，さ
らに細分化して分析することができないか，こ
れからも考えていきたい。

今後も，スマートフォンやタブレット端末は，
ユーザーの欲求を取り込みながら機能を次々に
拡張していくと思われる。そして，利用の仕方
や端末に対する意識は多様化し，テレビとの
向き合い方も変化していくのではないだろうか。
これからも引き続き，スマホユーザーがテレビ
をどう見るのかについて，最新の動向に注目し，
さらに分析を進めていきたい。

（ひらた あきひろ/きたむら きいちろう）

注：
 1） この調査の選択肢は“インターネット”であ

り，具体的に“スマートフォン”“タブレット
端末”“携帯電話”という選択肢では質問して
いない。木村義子・関根智江・行木麻衣「テレ
ビ視聴とメディア利用の現在〜『日本人とテレ
ビ・2015』調査から〜」『放送研究と調査』65（8）：
18-47, 2015

 2） インターネット利用機器のうち，スマートフォン 
を利用している人の割合は，全体で 41.1％。こ 
のうち，7 〜 12 歳は 29％，13 〜 19 歳は 77％， 
20 代は 84％，30 代は 69％，40 代は 64％，50 代 
は 45％，60 代は 16％である。鶴島瑞穂・塚本 
恭子・保髙隆之「人々は放送局のコンテンツ， 
サービスにどのように接しているのか〜『2016
年 6月全国放送サービス接触動向調査』の結果
から〜」『放送研究と調査』66（10）：104-119, 
2016

 3） 調査票を郵送で回収した 83人を含む。
 4） 今回は，便宜的にスマートフォンとタブレット

端末の利用時間を足したものを「モバイル利用
時間」とした。調査では，スマホとタブレット
のそれぞれについて，休日を除くふだんの日に，
1 日にどのくらい利用しているのかを尋ね，回
答の分布をみたうえで，短時間（1 時間半以下），
中間（2 〜 3 時間半），長時間（4 時間以上）の
3 つに分けた。

 5） 男 13 〜 39歳と女 13 〜 39歳のモバイル非利用
者は，それぞれ 41人，27人と人数が少ないため，
割愛した。

 6） 調査では，休日を除くふだんの日に，1 日にテ
レビを何時間くらい見ているのかを尋ねた。録
画した番組や DVD などの再生，インターネッ
トで見るテレビ番組（動画）は除くものとした。

 7） 主因子法，バリマックス回転による。因子負荷
が 0.4 以上のものを太字で示した。各因子の測
定尺度としての信頼性を測る「クロンバックの
α係数」は，「活用」が 0.89，「親密・密着」が
0.83，「つながり」が 0.85，「批判・敬遠」が 0.87
であった。0.7 以上あれば，尺度として信頼性
が高いとされるため，24 項目のすべてを投入
したものを尺度として使用した。

 8） LINE，Twitter，Facebook，Instagram，
mixi，その他のコミュニティ型のウェブサイト
やサービスのいずれかを 1 つでも利用している
人を，SNS 利用者とした。調査では，スマー
トフォンなどの「アプリ」から，SNS を利用
する場合も含むものとして尋ねた。

図 6　年層ごとの各グループの内訳

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

無回答

モバイル非利用者

Ｅ「低関与」

Ｄ「批判・敬遠」

Ｃ「自分流活用」

Ｂ「つながり優先」

Ａ「いつでも一緒」
50 代

40 代

30 代

20 代

13 ～ 19 歳

30％ 25 13 15 7 9 2

27 24 11 7 5 224

18 29 17 8 6 219

15 16 23 22 7 15 2

8 12 18 18 16 27 2

無回答モバイル
非利用者

E
「低関与」

D
「批判・敬遠」

C
「自分流活用」

B
「つながり優先」

Ａ
「いつでも一緒」

50代

40代

30代

20代

13～
19歳



59SEPTEMBER 2017

−テレビの視聴種目−
問 3　あなたは，ふだん，どんなテレビ番組をよく見ています

か。あてはまるものすべてに○をつけてください。（○はい
くつでも）

 1. ニュース・天気予報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 68.4 ％
 2. ドラマ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 52.0
 3. 映画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.1
 4. クイズ・ゲーム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.2
 5. バラエティ・お笑い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.5
 6. アニメ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.4
 7. キッズ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.5
 8. 音楽 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.4
 9. スポーツ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.1
 10. 趣味・実用 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.5
 11. ドキュメンタリー・教養 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.7
 12. 情報・ワイドショー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 31.4
 13. この中にはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2
 14. ほとんど，まったくテレビは見ない ‥‥‥‥‥‥7.2
 15. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

−テレビの必要性−
問 4　あなたにとって，テレビはどの程度必要なものですか。

（○は 1 つ）
 1. 必要なもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.3 ％
 2. どちらかといえば，必要なもの ‥‥‥‥‥‥‥ 42.1
 3. どちらかといえば，必要ないもの ‥‥‥‥‥‥‥9.8
 4. 必要ないもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.7
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

−テレビの見方−
問 5　あなたは，ふだん，次のようなテレビの見方をすること

が，どのくらいありますか。A ～ E のそれぞれについて，1
つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

−テレビ視聴時間−
問 1　あなたは，休日を除くふだんの日に，1 日にテレビを何

時間くらい見ていますか。録画した番組や DVD などの再生，
インターネットで見るテレビ番組（動画）は除いてお答え
ください。（○は 1 つ）

 1. 30 分くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.6 ％
 2. 1 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.3
 3. 2 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.5
 4. 3 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.7
 5. 4 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.0
 6. 5 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.3
 7. 6 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.9
 8. 7 時間以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.5
 9. ほとんど，まったく見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.1
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

−ふだんの視聴局−
問 2　あなたは，ふだん，NHK の番組と民放の番組のどちら

を多く見ていますか。（○は 1 つ）
 1. NHK だけを見て，民放はまったく見ない ‥‥‥‥0.4 ％
 2. NHK のほうをずっと多く見る ‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 3. どちらかといえば，NHK のほうを多く見る ‥‥‥4.6
 4. NHK，民放，同じくらい見る ‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.8
 5. どちらかといえば，民放のほうを多く見る ‥‥ 30.2
 6. 民放のほうをずっと多く見る ‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.6
 7. 民放だけを見て，NHK はまったく見ない ‥‥‥ 12.3
 8. ほとんど，まったくテレビは見ない ‥‥‥‥‥‥9.2
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.1

「モバイルシフト社会とテレビ調査」
単純集計結果

1. 調査目的 ： スマートフォンやタブレットといったモバ
イル端末が急速に普及する“モバイルシ
フト”が進行する中で，“モバイルシフト”
が人々の価値観やメディア接触に及ぼす影
響を探ることを目的に世論調査を実施し，
今後テレビに求められる機能や役割を考察
する資料とする。

2. 調査時期 ： 2017 年 3 月 4 日（土）～ 12 日（日）
3. 調査方法 ： 配付回収法
4. 調査対象 ： 全国の 13 ～ 59 歳の男女
5. 調査相手 ： 住民基本台帳から層化無作為二段抽出＊

   3,600 人　（12 × 300 地点）
6. 調査有効数（率） ： 2,396 人（66.6％）

※調査票を郵送で回収した 83 人を含む

（%）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

A テレビは何となくつけている 36.4 33.8 16.2 13.1 0.4

B 好きな番組だけ選んで見る 58.4 28.8 6.9 5.5 0.4

C テレビを見ながら，
ほかのこともする 49.1 31.3 10.3 8.8 0.6

D 家族と一緒にテレビを見る 42.4 33.3 12.2 11.4 0.7

E テレビは，ひとりで見る 27.8 38.5 23.1 10.0 0.6

＊調査相手抽出手順の詳細は NHK 放送文化研究所のウェブサイト
（http://www.nhk.or.jp/bunken/yoron/nhk/process/sampling.html）
を参照。
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−テレビに対する意識−
問 6　あなたは，テレビについてどのように感じていますか。

A ～ H のそれぞれについて，1 つずつ○をつけてください。
（○はそれぞれ 1 つずつ）

−録画視聴頻度−
問 8　あなたはふだん，録画したテレビ番組をどのくらい見て

いますか。（○は 1 つ）
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.6 ％
 2. 週に 3 ～ 4 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.2
 3. 週に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 25.6
 4. 月に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.1
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.1
 6. ほとんど，まったく見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.0
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

−録画視聴の割合−
問 9　〔問 8 で「1 ～ 5」の人に〕あなたはテレビ番組をリア

ルタイムで（放送と同時に）見ることが多いですか。それ
とも録画して見ることが多いですか。（○は 1 つ）

 1. ほとんどリアルタイムで見ている ‥‥‥‥‥‥ 10.3 ％
 2. リアルタイムで見ることのほうが多い ‥‥‥‥ 23.7
 3. リアルタイムと録画，同じくらい見ている ‥‥ 23.4
 4. 録画して見ることのほうが多い ‥‥‥‥‥‥‥ 31.7
 5. ほとんど録画して見ている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.6
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

（分母 =1,715 人）

−録画再生行動−
問 10　〔問 8 で「1 ～ 5」の人に〕あなたはテレビ番組を録画・

再生するときに，次のようなことがどのくらいありますか。
A ～ H のそれぞれについて，1 つずつ○をつけてください。

（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
る

ま
あ

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A テレビを見るのが大好きだ 27.3 44.1 18.2 10.1 0.4

B テレビがついていると，何となく
安心できる 22.7 35.4 22.6 18.9 0.4

C いつでも，自分の都合に合わせて，
好きなテレビ番組を見たい 35.2 35.2 18.3 10.6 0.6

D 話題になっている番組は見たい 19.7 33.8 31.6 14.4 0.5

E テレビは，何も考えずに見られる
のでいい 21.6 39.5 23.2 15.1 0.6

F 家族でテレビを見るのは楽しい 26.8 45.4 16.6 10.7 0.5

G 好きな番組でも，毎回決まった
時間に見るのは面倒だ 23.4 27.7 29.5 18.9 0.5

H テレビを見て，時間を無駄にして
しまったと思うことがよくある 12.3 26.1 38.4 22.7 0.5

−テレビの効用−
問 7　テレビとあなたの生活との関係についてうかがいます。

あなたにとって，テレビとはどういうものですか。A ～ J
のそれぞれについて，1 つずつ○をつけてください。（○は
それぞれ 1 つずつ）

（%）

そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

A 毎日の生活に役立つ情報が
得られる 35.7 47.6 10.4 5.8 0.5

B 毎日の生活に習慣やリズムが
生まれる 19.6 39.4 24.2 16.0 0.8

C 新たに知識や教養が得られる 29.6 53.5 10.3 6.0 0.6

D 家族との会話がはずんだり，
場がなごんだりする 24.1 52.2 13.3 9.6 0.7

E 人との共通の話題が得られる 28.5 52.3 11.6 6.9 0.7

F さまざまな意見や考え方を知る
ことができる 27.9 51.9 13.3 6.2 0.7

G わくわくしたり感動したりできる 26.7 50.5 15.2 7.0 0.7

H 今起きている事件やイベントを
知ることができる 50.6 40.0 4.7 4.0 0.7

I 日ごろのストレスがやわらぐ 11.2 36.0 32.4 19.8 0.6

J 世の中の動きが自然にわかる 32.4 51.3 9.7 6.0 0.6

（%）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

A 気になった番組はとりあえず
録画する 39.2 37.1 18.6 4.5 0.5

B 社会や周りで話題になっている
番組を録画する 7.1 27.5 48.0 16.9 0.6

C リアルタイムで（放送と同時に）見られ
る番組でも，あえて録画して見る 19.5 28.3 32.6 19.0 0.6

D 後でじっくり見るために，
番組を録画する 32.2 34.4 20.7 12.1 0.5

E 再生するとき，飛ばしたり
早送りしたりして効率的に見る 56.5 25.9 12.0 5.1 0.5

F 再生するときに，ほかのことを
しながら見る 18.6 38.8 32.0 10.0 0.6

G 録画した番組を見る曜日や
時間帯が，ある程度決まっている 26.8 26.8 29.4 16.3 0.6

H 録画したテレビ番組をスマホや
タブレットで見ることがある 2.7 5.0 13.8 78.0 0.5

（分母 =1,715 人） 
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−インターネット利用頻度−
問 11　あなたは，ふだん，インターネットをどのくらい利用

していますか。（○は 1 つ）
 ※スマートフォンなどの「アプリ」から，SNS の利用や動

画の視聴などインターネットを利用した場合も含みます。
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 72.5 ％
 2. 週に 3 ～ 4 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.6
 3. 週に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.8
 4. 月に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.7
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6
 6. ほとんど，まったく利用していない ‥‥‥‥‥ 12.7
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0

−機器別ネット利用頻度−
問 12　〔問 11 で「1 ～ 5」の人に〕では，次の A ～ G の機器で，

インターネットをどのくらい利用していますか。A ～ G のそ
れぞれについて，あてはまるものに 1 つずつ○をつけてくだ
さい。（○はそれぞれ 1 つずつ）

 ※自分の所有にかかわらず，仕事や学校などでの利用も含
みます。

−機器別ネット動画視聴頻度−
問 14　〔問 13 で「1 ～ 5」の人に〕では，次の A ～ G の機器

で，「動画」をどのくらい見ていますか。A ～ G のそれぞれ
について，あてはまるものに 1 つずつ○をつけてください。

（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

毎
日
の
よ
う
に

３
～
４
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

月
に

数
日
く
ら
い

年
に

利
用
し
な
い

ほ
と
ん
ど
・
ま
っ
た
く

無
回
答

A パソコン 31.9 9.1 12.3 12.4 8.3 24.8 1.1

B タブレット端末
（iPad，Nexus など） 14.9 4.7 6.7 5.3 4.2 62.5 1.6

C スマートフォン 77.7 5.2 3.5 1.4 0.3 11.4 0.6

D 携帯電話
（スマートフォンを除く） 6.3 1.1 1.7 1.5 1.4 85.4 2.6

E インターネットに
接続したテレビ 2.7 1.7 2.7 2.8 2.7 85.6 1.8

F 電子書籍リーダー
（Amazon Kindle など） 1.0 1.2 2.2 1.7 1.8 90.3 1.8

G ゲーム機（ニンテンドー
3DS，PS Vita，Wii Uなど） 4.1 2.6 4.2 4.1 6.4 76.9 1.7

（分母 =2,066 人）

−インターネット動画視聴頻度−
問 13　〔問 11 で「1 ～ 5」の人に〕あなたはふだん，インター

ネットで「動画」をどのくらい見ていますか。（○は 1 つ）
 ※スマートフォンなどの「アプリ」から，インターネット

動画を見る場合も含みます。
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 28.5 ％
 2. 週に 3 ～ 4 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.6
 3. 週に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.6
 4. 月に 1 ～ 2 日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.1
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.5
 6. ほとんど，まったく見ていない ‥‥‥‥‥‥‥ 18.3
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4

（分母 =2,066 人）

（%）

毎
日
の
よ
う
に

３
～
４
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

月
に

数
日
く
ら
い

年
に

見
な
い

ほ
と
ん
ど
・
ま
っ
た
く

無
回
答

A パソコン 10.5 6.2 12.6 14.7 10.6 44.5 1.0

B タブレット端末
（iPad，Nexus など） 7.9 4.2 7.2 7.1 4.4 68.2 1.0

C スマートフォン 31.2 14.6 19.8 12.5 4.2 17.1 0.6

D 携帯電話
（スマートフォンを除く） 2.0 0.4 1.0 0.8 0.7 93.4 1.7

E インターネットに
接続したテレビ 2.6 1.1 2.4 3.3 2.9 86.4 1.3

F 電子書籍リーダー
（Amazon Kindle など） 0.4 0.4 1.0 1.0 0.8 95.4 1.3

G ゲーム機（ニンテンドー
3DS，PS Vita，Wii Uなど） 1.9 1.4 2.1 2.0 2.0 89.3 1.3

（分母 =1,679 人）

−利用動画サービス−
問 15　〔問 13 で「1 ～ 5」の人に〕あなたは，次の動画サー

ビスを利用していますか。（○はいくつでも）
 1. YouTube ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 97.1 ％
 2. ニコニコ動画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.0
 3. GYAO! ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.0
 4. FC2 動画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3
 5. dailymotion ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9
 6. AbemaTV ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.2
 7. TVer（ティーバー） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.6
 8. Amazon ビデオ（Amazon プライム・ビデオ） ‥‥7.3
 9. hulu ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.4
 10. dTV ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.8
 11. NETFLIX ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.7
 12. C CHANNEL ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1
 13. MixChannel ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5
 14. その他〔具体的に :　　　　　　　〕 ‥‥‥‥‥‥4.0
 15. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.7

（分母 =1,679 人）

−動画の視聴種目−
問 16　〔問 13 で「1 ～ 5」の人に〕あなたがふだん見ている「動

画」は，どのようなジャンルが多いですか。（○はいくつでも）
 1. ドラマ（国内） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.0 ％
 2. ドラマ（海外） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.0
 3. 映画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.1
 4. バラエティ・お笑い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.6
 5. アニメ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.9
 6. キッズ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9
 7. ニュース・天気予報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.7
 8. ドキュメンタリー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.2
 9. スポーツ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.2
 10. 音楽 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 48.7
 11. 趣味・実用・教育 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.3
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 12. 動物・ペット ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.9
 13. ゲーム実況 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.6
 14. 美容・ファッション ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.6
 15. その他〔具体的に :　　　　　　　〕 ‥‥‥‥‥‥1.8
 16. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

（分母 =1,679 人）

−動画の見方・意識−
問 17　〔問 13 で「1 ～ 5」の人に〕あなたは，インターネッ

トで「動画」を見るときに，次のようなことがどのくらい
ありますか。A ～ H のそれぞれについて，1 つずつ○をつ
けてください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

A テレビよりインターネットの動画
のほうがおもしろいと思う 21.7 43.1 28.2 6.2 0.8

B 時間があるときは，テレビよりも
動画のほうを見る 23.8 24.6 36.2 14.7 0.7

C 見逃したテレビ番組を動画で見る 15.3 28.9 25.4 29.7 0.7

D テレビ番組の見たい一部分だけを
動画で見る 8.6 20.5 29.3 40.6 1.0

E スマホやタブレットで動画を見な
がら，同時にテレビを見る 5.4 13.5 21.1 59.0 1.0

F 数十秒から数分程度の短い動画を
次々と見る 15.6 37.7 23.9 22.0 0.8

G 気に入った動画を家族や友人に教
えたり，見せたりすることがある 11.2 26.4 27.0 34.4 0.9

H 動画サイト（アプリ）などでコメ
ントを読んだり，書いたりする 4.2 9.8 18.1 66.8 1.0

（分母 =1,679 人）

−利用SNS−
問 18　〔問 11 で「1 ～ 5」の人に〕あなたは，ふだん，次の

SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を利用して
いますか。利用しているものに○をつけてください。（○
はいくつでも）※スマートフォンなどの「アプリ」から，
SNS を利用する場合も含みます。

 1. LINE（ライン） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 78.0 ％
 2. Twitter（ツイッター） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 26.6
 3. Facebook（フェイスブック） ‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.0
 4. Instagram（インスタグラム） ‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.3
 5. mixi（ミクシィ） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.0
 6. その他のコミュニティ型のウェブサイトやサービス
  〔具体的に :　　　　　　　〕 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 7. どれも利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.6
 8. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.4

（分母 =2,066 人）

−機器別SNS利用頻度−
問 19　〔問 18 で「1 ～ 6」の人に〕では，あなたはこれらの

SNS を，次の A ～ G の機器で，どのくらいの頻度で利用し
ていますか。お使いの SNS をすべて合わせて，A ～ G のそ
れぞれについて，あてはまるものに 1 つずつ○をつけてく
ださい。（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

毎
日
の
よ
う
に

３
～
４
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

週
に

１
～
２
日
く
ら
い

月
に

数
日
く
ら
い

年
に

利
用
し
な
い

ほ
と
ん
ど
・
ま
っ
た
く

無
回
答

A パソコン 7.9 3.8 4.4 5.2 5.4 71.8 1.4

B タブレット端末
（iPad，Nexus など） 6.7 2.7 3.0 2.2 2.2 81.8 1.5

C スマートフォン 76.9 9.9 5.1 1.7 0.3 5.4 0.8

D 携帯電話
（スマートフォンを除く） 2.4 0.6 0.8 0.2 0.4 93.4 2.1

E インターネットに
接続したテレビ 0.5 0.5 0.6 0.5 0.8 95.3 1.7

F 電子書籍リーダー
（Amazon Kindle など） 0.1 0.2 0.4 0.3 0.4 96.9 1.7

G ゲーム機（ニンテンドー
3DS，PS Vita，Wii Uなど） 0.9 0.2 0.7 0.8 1.0 94.7 1.7

（分母 =1,694 人）

−SNSに関する行動−
問 20　〔問 18 で「1 ～ 6」の人に〕あなたがこれらの SNS

を利用するときに，次のようなことがどのくらいあります
か。A ～ G のそれぞれについて，1 つずつ○をつけてくだ
さい。（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

A テレビ番組の内容や感想について，
SNS の書き込みを読む 6.0 14.9 16.5 61.6 0.9

B テレビ番組の内容や感想について，
SNS に書き込む 2.5 6.6 12.2 77.8 0.9

C SNS でテレビ番組を話題にして
盛り上がる 2.8 9.3 17.1 69.7 1.1

D
テレビ番組に関する SNS の書き
込みを読んだことがきっかけに
なって，その番組を見る

4.4 18.1 20.1 56.0 1.4

E SNS に書き込むとき，絵（スタン
プなど）や写真，動画などを使う 20.8 24.3 10.7 43.4 0.8

F
SNS のお気に入り機能（例：Facebook
のいいね！など）や，拡散機能（例：
Twitter のリツイート）を使う

16.8 18.3 13.6 50.2 1.0

G 時間があるときは，とりあえず
SNS をチェックする 32.1 26.8 14.6 25.8 0.7

（分母 =1,694 人）

−利用機器−
問 21　次の中で，あなたご自身が利用しているものがありま

したら，いくつでも○をつけてください。（○はいくつでも）
 1. パソコン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 57.1 ％
 2. タブレット端末（iPad，Nexus など） ‥‥‥‥‥ 25.9
 3. スマートフォン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 79.8
 4. 携帯電話（スマートフォンを除く） ‥‥‥‥‥‥ 15.6
 5. どれも利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.3
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.9
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−モバイル利用時間−
問 22　〔問 21 で「2 または 3」の人に〕あなたは，休日を除

くふだんの日に，1 日にスマートフォンやタブレット端末
をどのくらい利用していますか。スマートフォンとタブレッ
ト端末のそれぞれについて 1 つずつ○をつけてください。

（○はそれぞれ 1 つずつ）

A. スマートフォン〔問 21 で「3」の人に〕
 1. 30 分くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.6 ％
 2. 1 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.9
 3. 2 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.2
 4. 3 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.5
 5. 4 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5
 6. 5 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3
 7. 6 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4
 8. 7 時間以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.3
 9. ほとんど，まったく利用しない ‥‥‥‥‥‥‥‥1.6
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

（分母 =1,913 人）
B. タブレット端末〔問 21 で「2」の人に〕
 1. 30 分くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 32.7 ％
 2. 1 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.9
 3. 2 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 12.7
 4. 3 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.6
 5. 4 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.4
 6. 5 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 7. 6 時間くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1
 8. 7 時間以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.6
 9. ほとんど，まったく利用しない ‥‥‥‥‥‥‥ 17.4
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.6

（分母 =620 人）

−モバイル利用頻度−
問 23　〔問 21 で「2 または 3」の人に〕あなたは，休日を除

くふだんの日に，次にあげた A ～ I で，スマートフォンや
タブレット端末をどのくらい利用していますか。スマート
フォンとタブレット端末，合わせてお答えください。（○は
それぞれ 1 つずつ）

−アプリ利用時間−
問 24　〔問 21 で「2 または 3」の人に〕あなたは，休日を除くふだんの日に，1 日にスマートフォンやタブレット端末で，次の A ～ N

のアプリをどのくらい利用していますか。スマートフォンとタブレット端末，合わせてお答えください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

よ
く
利
用
し
て
い
る

と
き
ど
き
利
用
し
て
い
る

あ
ま
り
利
用
し
て
い
な
い

ま
っ
た
く
利
用
し
て
い
な
い

無
回
答

A 朝起きた後 34.5 24.2 19.8 19.5 1.9

B 通勤・通学などの移動中 28.9 14.0 13.3 41.7 2.1

C 仕事や授業の合間（休憩時間中） 31.2 27.9 11.7 27.4 1.8

D 昼休み 37.5 29.2 9.2 22.2 1.9

E 家族・友人などと一緒にいるとき 13.5 34.5 29.5 20.5 2.0

F 夜，家でくつろいでいるとき 52.7 32.5 7.4 5.9 1.5

G 食事中 4.3 11.1 26.0 56.4 2.1

H テレビを見ながら 14.0 31.8 21.1 31.3 1.8

I 寝る前の時間 46.7 30.8 10.1 10.8 1.5

（分母 =2,009 人）

（%）

4
時
間
以
上

3
時
間
く
ら
い

2
時
間
く
ら
い

1
時
間
く
ら
い

30
分
く
ら
い

10
分
く
ら
い

5
分
く
ら
い

利
用
し
な
い

ほ
と
ん
ど
・
ま
っ
た
く

無
回
答

A ニュース（Yahoo! ニュース，スマートニュース，グノシーなど） 0.2 0.4 1.6 8.2 16.5 21.1 23.6 26.9 1.4

B 天気 0.3 0.1 0.3 0.5 2.8 9.3 52.7 32.7 1.2

C WEB ブラウザ・検索（Safari，Chrome，Google，Yahoo! など） 1.4 1.8 4.1 13.9 21.9 19.7 14.5 20.8 1.9

D SNS（LINE，Twitter，Facebook，Instagram など） 4.7 3.2 7.2 13.4 19.9 16.8 13.4 20.0 1.4

E 動画（YouTube，niconico，AbemaTV など） 2.7 2.8 6.6 13.3 14.1 11.4 11.4 36.4 1.2

F 音楽（音楽プレーヤーなど） 1.8 1.6 4.9 9.3 12.5 6.7 7.2 54.5 1.4

G ゲーム 3.6 2.9 8.3 12.7 11.6 5.5 4.0 50.2 1.1

H 電子書籍（雑誌・コミックを含む） 0.2 0.1 1.2 3.2 4.6 4.2 3.0 82.2 1.2

I カメラ・編集・加工・アルバム 0.1 0.2 1.0 2.1 5.6 11.1 22.5 55.7 1.4

J ショッピング・オークション・フリマ 0.4 0.4 1.4 4.6 9.4 8.1 11.2 63.2 1.2

K 地図・交通・ナビ 0.1 0.1 0.2 2.0 5.6 12.0 26.1 52.8 1.1

L 生活情報（健康・グルメなど） 0.1 0.0 0.2 1.1 5.2 8.7 17.5 65.8 1.3

M 便利ツール（電卓，アラーム，電話帳など） 0.6 0.0 0.5 1.0 4.2 13.6 41.5 37.3 1.1

N その他のアプリ〔具体的に：　　　　　　　〕 0.1 0.1 0.2 0.8 0.8 1.5 2.7 80.9 12.8

（分母 =2,009 人）
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−モバイル利用回数−
問 25　〔問 21 で「2 または 3」の人に〕あなたは，休日を除

くふだんの日に，1 日にスマートフォンやタブレット端末
をどのくらいの頻度で見たり，アプリを利用したりしてい
ますか。スマートフォンとタブレット端末のそれぞれにつ
いて 1 つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

A. スマートフォン〔問 21 で「3」の人に〕
 1. 数回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.7 ％
 2. 10 ～ 20 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 37.2
 3. 30 ～ 40 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 23.2
 4. 50 ～ 60 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.0
 5. 70 ～ 80 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.4
 6. 90 ～ 100 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3
 7. 100 回より多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.6
 8. ほとんど，まったく利用しない ‥‥‥‥‥‥‥‥0.7
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.9

（分母 =1,913 人）

（%）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A 自分の体験を SNS に書き込んだりアップしたりすることがよくある 9.4 11.4 15.2 62.9 1.1

B スマホやタブレットで，いつも人とつながっていたい 5.0 17.1 29.8 47.0 1.1

C 思いついたことを SNS で気軽に家族や友人へ送ることがよくある 9.0 21.5 20.7 47.7 1.2

D スマホやタブレットがあると，親しい人とさらに仲良くなれると思う 8.4 32.5 24.2 33.6 1.3

E 情報収集に，SNS を活用する 20.2 28.9 18.2 31.4 1.2

F スマホやタブレットで，気になることはすぐ調べないと気がすまない 17.2 34.5 28.8 18.4 1.0

G スマホやタブレットで，自分のほしい情報をうまく手に入れている 22.6 49.3 15.1 11.9 1.0

H スマホやタブレットで，今この瞬間に起きている事件や出来事を知ることがよくある 23.4 42.7 19.0 13.7 1.2

I さまざまな意見や考え方を知るために，スマホやタブレットを使う 11.2 30.2 30.3 27.0 1.3

J スマホやタブレットを使っていると楽しい 23.2 43.5 21.0 11.1 1.2

K いつもスマホやタブレットでひまつぶしをしている 24.2 33.0 24.5 17.1 1.1

L 外出するときは，いつもスマホやタブレットで，電車などの時刻や目的地までの行き方を調べる 34.1 30.7 16.9 17.1 1.1

M スマホやタブレットのほうが，テレビよりも自分好みの内容・情報を見つけることができると思う 24.7 37.1 22.9 14.1 1.2

（分母 =2,009 人）

B. タブレット端末〔問 21 で「2」の人に〕
 1. 数回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 51.6 ％
 2. 10 ～ 20 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 21.3
 3. 30 ～ 40 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.5
 4. 50 ～ 60 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.1
 5. 70 ～ 80 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0
 6. 90 ～ 100 回程度 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.2
 7. 100 回より多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0
 8. ほとんど，まったく利用しない ‥‥‥‥‥‥‥ 14.5
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0　

（分母 =620 人）

−「モバイル関与」項目（機能）−
問 26　〔問 21 で「2 または 3」の人に〕あなたがスマートフォンやタブレット端末を利用するときに，次の A ～ M のそれぞれについて，

あなた自身はどのくらいあてはまりますか。1 つずつ○をつけてください。（○はそれぞれ 1 つずつ）
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−「モバイル関与」項目（距離感）−
問 27　〔問 21 で「2 または 3」の人に〕では，次の A ～ K の

それぞれについてはいかがでしょうか。あなた自身がどの
くらいあてはまるのか，1 つずつ○をつけてください。（○
はそれぞれ 1 つずつ）

−役に立つもの−
問 29　次の A ～ I について，あなたにとって役に立っているものはどれでしょうか。記入例を参考に，1 ～ 8 の中から，いくつでも○を 

つけてください。（○はいくつでも）　さらに，○をつけた中で，いちばん役に立っていると思う番号（1 ～ 8）を右に記入してください。

（%）

そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

A 毎日の生活に役立つ情報が得られる 35.0 49.3 10.1 4.8 0.8

B 毎日の生活に習慣やリズムが生まれる 10.2 25.8 41.4 21.8 0.9

C 新たに知識や教養が得られる 23.1 52.9 16.7 6.4 1.0

D 家族との会話がはずんだり，場が
なごんだりする 8.5 34.0 37.0 19.4 1.1

E 人との共通の話題が得られる 17.7 48.0 22.6 10.6 1.1

F さまざまな意見や考え方を知ることが
できる 18.5 51.7 20.5 8.3 0.9

G わくわくしたり感動したりできる 12.2 32.9 37.0 16.8 1.0

H 今起きている事件やイベントを知る
ことができる 28.8 52.9 11.1 6.2 1.0

I 日ごろのストレスがやわらぐ 9.5 28.8 36.1 24.6 0.9

J 世の中の動きが自然にわかる 19.0 50.8 19.8 9.5 0.9

（分母 =2,009 人）

（%）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A スマホやタブレットを１日中
手放せない 25.2 31.7 28.1 13.9 1.1

B 時間を忘れて，使いすぎることがある 16.4 26.1 33.1 23.3 1.0

C スマホやタブレットに新しい通知が
ないか，いつも気になっている 8.9 22.8 39.6 27.6 1.1

D スマホやタブレットは，自分の一部や，
自分と一体のような感じがする 6.3 19.0 37.7 35.9 1.1

E スマホやタブレットは，単なる道具に
すぎないと思う 26.4 44.4 21.8 6.5 0.9

F
自分のペースを乱されたり時間に
追われたりして，わずらわしいと
感じることがある

6.3 22.7 45.7 24.1 1.2

G
スマホやタブレットを使った後，
時間を無駄にしてしまったと思う
ことがある

9.6 23.8 41.1 24.4 1.1

H スマホやタブレットがなくても，
あまり困らない 6.6 19.2 44.4 28.7 1.0

I
スマホやタブレットで多くの情報が
得られる反面，情報に踊らされている
と感じることがある

9.3 35.3 37.0 17.1 1.2

J
スマホやタブレットを通じたコミュニケー
ションよりも，会話などリアルなコミュニ
ケーションのほうを大切にしたい

34.4 43.8 15.1 5.6 1.2

K
スマホやタブレットを使うときに，
通信環境やデータ使用量の上限を
気にすることが多い

17.6 27.7 30.5 23.2 1.0

（分母 =2,009 人）

−モバイルの効用−
問28　〔問21で「2または3」の人に〕スマートフォンやタブレッ

ト端末とあなたの生活との関係についてうかがいます。あなた
にとって，スマートフォンやタブレット端末とはどのようなも
のですか。A ～ J のそれぞれについて，1 つずつ○をつけてく
ださい。（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

1 2 3 4 5 6 7 8 こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答テ

レ
ビ

ラ
ジ
オ

新
聞

マ
ン
ガ

本
・
雑
誌
・

パ
ソ
コ
ン

端
末

タ
ブ
レ
ッ
ト

フ
ォ
ン

ス
マ
ー
ト

を
除
く
）

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

携
帯
電
話

A ニュースや社会の動きを知る 88.2 17.4 51.1 10.4 29.8 11.9 67.9 3.0 0.6 1.4

B 生活や趣味の情報を知る 63.1 7.7 19.5 38.7 33.6 13.3 68.4 2.2 1.6 1.6

C 素早く情報を知る 57.1 11.7 15.0 3.4 25.6 11.9 73.0 2.3 1.1 1.5

D 分かりやすい情報を得る 62.0 7.6 25.8 18.8 30.8 11.6 64.3 1.8 1.9 1.7

E ものごとを深く理解する 45.3 4.2 32.6 39.2 28.8 9.1 50.2 1.7 4.4 2.0

F わくわく・ドキドキ感を味わう 69.2 5.5 4.8 34.1 20.7 10.0 46.4 1.6 10.6 2.1

G 気軽に楽しむ 72.0 12.4 7.9 32.1 23.1 14.0 68.4 2.4 1.9 1.5

H 興味のないことでも見たり聞いたりできる 75.5 18.3 23.7 17.7 19.6 9.4 49.0 1.7 3.9 1.7

I 生活が便利で効率的になる 49.8 8.8 13.9 15.1 30.1 13.9 68.7 3.9 5.7 2.1
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−欠かせないもの−
問 30　
A. 次の中で，あなたにとってどうしても欠かせないものはど

れですか。いろいろなことを考えあわせて，ひとつだけ選
ぶとしたらどれでしょうか。（○は 1 つ）

 1. テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 19.2 ％
 2. ラジオ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3
 3. 新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5
 4. 本・雑誌・マンガ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.1
 5. パソコン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.0
 6. タブレット端末 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.8
 7. スマートフォン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 54.4
 8. 携帯電話（スマートフォンを除く） ‥‥‥‥‥‥‥4.2
 9. この中にはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.7
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

B.  では，もうひとつ選ぶとしたらどれでしょうか。（○は 1 つ）
 1. テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.6 ％
 2. ラジオ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.2
 3. 新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.9
 4. 本・雑誌・マンガ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.2
 5. パソコン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.6
 6. タブレット端末 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.2
 7. スマートフォン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.6
 8. 携帯電話（スマートフォンを除く） ‥‥‥‥‥‥‥3.6
 9. この中にはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.5
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6

−NHKの必要性・信頼−
問 31　あなたは，NHK についてどのように感じていますか。

A・B それぞれについて，次の中から，あなたの気持ちにい
ちばん近いものを選んでください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

A. NHK の必要性
 1. 必要だと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 24.4 ％
 2. どちらかといえば，必要だと思う ‥‥‥‥‥‥ 41.8
 3. どちらかといえば，必要ないと思う ‥‥‥‥‥ 18.7
 4. 必要ないと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.3
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

B. NHK への信頼
 1. 信頼できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.2 ％
 2. どちらかといえば，信頼できる ‥‥‥‥‥‥‥ 49.8
 3. どちらかといえば，信頼できない ‥‥‥‥‥‥ 20.4
 4. 信頼できない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 13.6
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0

−民放の必要性・信頼−
問 32　では，民放についてはどうでしょうか。A・B それぞ

れについて，次の中から，あなたの気持ちにいちばん近い
ものを選んでください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

A. 民放の必要性
 1. 必要だと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 49.5 ％
 2. どちらかといえば，必要だと思う ‥‥‥‥‥‥ 39.5
 3. どちらかといえば，必要ないと思う ‥‥‥‥‥‥6.1
 4. 必要ないと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.1
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

B. 民放への信頼
 1. 信頼できる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.1 ％
 2. どちらかといえば，信頼できる ‥‥‥‥‥‥‥ 59.0
 3. どちらかといえば，信頼できない ‥‥‥‥‥‥ 23.3
 4. 信頼できない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.5
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0

−在宅・外出傾向−
問 33　あなたは，休みの日など，自分で自由に使える時間に，

家で過ごすのが好きなほうですか。それとも外に出かける
のが好きなほうですか。（○は 1 つ）

 1. 家で過ごすのが好きなほう ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.8 ％
 2. どちらかといえば，
  家で過ごすのが好きなほう ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 34.3
 3. どちらかといえば，
  外に出かけるのが好きなほう ‥‥‥‥‥‥‥‥ 33.2
 4. 外に出かけるのが好きなほう ‥‥‥‥‥‥‥‥ 10.9
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.8

−いちばん役に立つもの−

（%）

1 2 3 4 5 6 7 8 無
回
答

非
該
当テ

レ
ビ

ラ
ジ
オ

新
聞

マ
ン
ガ

本
・
雑
誌
・

パ
ソ
コ
ン

端
末

タ
ブ
レ
ッ
ト

フ
ォ
ン

ス
マ
ー
ト

を
除
く
）

（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

携
帯
電
話

A ニュースや社会の動きを知る 50.3 1.6 9.8 0.5 4.9 1.0 26.3 0.7 2.9 2.0

B 生活や趣味の情報を知る 17.8 0.7 2.5 9.2 12.8 3.7 45.9 0.9 3.3 3.2

C 素早く情報を知る 18.6 1.1 1.5 0.3 7.3 3.2 60.6 1.2 3.5 2.6

D 分かりやすい情報を得る 30.5 0.7 5.2 4.0 13.6 2.8 35.3 1.0 3.3 3.5

E ものごとを深く理解する 16.7 0.6 12.1 22.1 12.4 2.1 23.4 0.9 3.3 6.3

F わくわく・ドキドキ感を味わう 43.6 0.9 0.4 12.6 5.8 2.3 18.1 0.5 2.8 12.7

G 気軽に楽しむ 33.2 1.7 0.4 5.8 4.2 3.4 43.9 0.8 3.2 3.4

H 興味のないことでも見たり聞いたりできる 51.5 4.6 3.9 2.3 4.7 2.0 21.0 0.7 3.5 5.6

I 生活が便利で効率的になる 15.2 1.3 1.3 1.7 9.1 3.3 55.3 1.9 3.0 7.8
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−生活意識−
問 34　次にあげることは，あなた自身のお考えにどのくらい

あてはまりますか。A ～ M のそれぞれについて，1 つずつ
○をつけてください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

−コミュニケーションに関する価値観−
問 36　次にあげることは，あなた自身のお考えにどのくらい

あてはまりますか。A ～ J のそれぞれについて，1 つずつ○
をつけてください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A 時間を有効に使わないと，
とても損した気分になる 26.0 39.7 26.9 6.3 1.0

B やらなければならないことに，
いつも追われている気がする 20.3 39.1 31.0 8.5 1.2

C 人の指示に従うより，何でも
自分で決めたいほうだ 23.0 41.1 30.8 3.8 1.3

D 人から自分がどう思われているか
気になる 15.9 37.7 34.3 10.9 1.3

E 向上心が強いほうだ 13.5 40.6 38.4 6.3 1.2

F 将来のことを気にするより，
現在の生活を楽しみたい 14.6 40.6 37.3 6.3 1.2

G 社会全体のことより，自分の身の
まわりのことに関心がある 13.1 52.6 29.0 4.0 1.3

H 社会全体を良くするために，
自分も何かしたいと思う 7.9 41.1 40.8 8.9 1.3

I
自分にあまり関係なくても，
社会全体の役に立つなら多少
お金を払ってもよいと思う

4.7 31.2 46.0 16.7 1.4

J 新しいものやサービスは
すぐ試してみるほうだ 5.8 20.7 50.3 22.0 1.3

K 思わず衝動買いをすることが
多い 8.6 25.3 44.3 20.7 1.2

L
電車やまちなかで，多くの人が
スマホやタブレットを使っていると，
違和感がある

13.7 22.6 41.2 21.2 1.3

M
スマホやタブレットは，
個人情報などのセキュリティーに
不安がある

28.1 44.2 19.4 7.0 1.3

（%）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A １日中，誰とも話したりメールしたり
しなくても，さびしくないほうだ 26.1 33.9 27.7 11.6 0.7

B ひとりでいる時も，電話やメールなど
で人とつながっていたい 3.8 14.3 46.5 34.6 0.8

C 人づきあいはわずらわしいと思う
ほうだ 9.7 33.8 42.4 13.1 0.9

D 自分には，困ったときに頼れる人が
いると思う 38.1 43.9 12.7 4.7 0.7

E つきあいは浅くても，友人や知人は
多いほうがよい 10.9 28.3 43.7 16.3 0.8

F
メールや LINE などで連絡するより，
会ったり電話をしたりするほうが
大事だと思う

33.1 40.8 21.0 4.3 0.8

G
言葉より絵（スタンプなど）や写真，
動画のほうが，気持ちが伝わりやすい
気がする

5.2 20.4 50.0 23.5 0.9

H 家族や友人といつでも連絡を
とりあいたいほうだ 9.9 31.6 43.3 14.3 0.9

I 自分の考えや感じたことを人に
知ってもらいたい 6.9 28.3 46.6 17.5 0.8

J 人にうらやましいと思われたい 3.7 13.8 45.7 35.9 0.8

−生活満足度−
問 35　あなたは，あなたご自身の今の生活に，全体としてど

の程度満足していますか。1 つだけお選びください。（○は
1 つ）

 1. 満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.6 ％
 2. まあ満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 61.6
 3. あまり満足していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.0
 4. 満足していない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.5
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.3

−情報収集に関する価値観−
問 37　次にあげることは，あなた自身のお考えにどのくらい

あてはまりますか。A ～ I のそれぞれについて，1 つずつ○
をつけてください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

（%）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
ま
り

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

A 知りたい情報は，納得がいくまで
探すほうだ 22.1 44.7 26.3 6.3 0.7

B くちコミ情報をよく参考にする 10.6 37.4 37.1 14.3 0.7

C 知りたいことについて，すぐ情報が
得られないと気がすまない 9.1 29.9 44.8 15.5 0.7

D 話題になっていることはなんでも
知っておきたい 5.3 23.5 50.1 20.4 0.7

E さまざまなメディアの情報を
見比べるほうだ 7.6 27.6 44.5 19.5 0.7

F 興味のない分野の情報もひととおり
知っていたい 3.3 20.4 50.4 25.0 0.9

G 特定の趣味や興味関心ごとについては，
かなり詳しいほうだ 14.9 32.2 38.7 13.3 0.9

H 自分が興味を持った話題は，
すぐ人に伝えたくなる 7.2 27.6 45.8 18.7 0.7

I 情報は，インターネットやテレビで，
無料で手に入るのが当然だ 23.5 43.4 24.2 8.1 0.8



68 SEPTEMBER 2017

−時間的・経済的ゆとり−
問 38　あなたは，現在の自分の時間的・経済的なゆとりにつ

いて，どのように感じていますか。A・B のそれぞれについ
て，1 つだけお選びください。（○はそれぞれ 1 つずつ）

A. 時間的ゆとり
 1. ゆとりがある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.2 ％
 2. まあゆとりがある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 41.6
 3. あまりゆとりがない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 38.6
 4. ゆとりがない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.3
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.3

B. 経済的ゆとり
 1. ゆとりがある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.0 ％
 2. まあゆとりがある ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 35.0
 3. あまりゆとりがない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 43.2
 4. ゆとりがない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 17.5
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.4

−性−
問 39（省略）

−生年−
問 40（省略）

−職業−
問 41（省略）

●サンプル構成比

全体
性 男の年層 女の年層

男 女 13 〜
19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代 13 〜

19 歳 20 代 30 代 40 代 50 代

実数
（人） 2,396 人 1,168 1,228 136 154 236 338 304 115 170 242 361 340

構成比
（％） 100% 48.7 51.3 5.7 6.4 9.8 14.1 12.7 4.8 7.1 10.1 15.1 14.2 

職業 都市圏

農林漁
業者

自営業
者

販売・
サービス

職
技能・
作業職

事務・
技術職

経営者
管理職

専門職
自由業

他
主婦 生徒

学生 無職 無回答 東京圏 大阪圏
30 万

以上の
市

10 万
以上の

市

5 万
以上の
市町村

5 万
未満の
市町村

実数
（人） 13 164 331 333 596 116 106 342 292 91 12 601 281 489 378 288 359

構成比
（％） 0.5 6.8 13.8 13.9 24.9 4.8 4.4 14.3 12.2 3.8 0.5 25.1 11.7 20.4 15.8 12.0 15.0 

東京圏，大阪圏：旧都庁（大阪圏の場合は大阪市役所）から 50 キロ圏内，かつ，第 3 次就業人口構成比 50％以上の市区町村，及びそれに囲まれた地域

−家族構成−
問 42　あなたの家族構成は次のように分けると，どれにあた

りますか。（○は 1 つ）
 1. 1 人暮らし ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥7.3 ％
 2. 夫婦 2 人暮らし ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 11.2
 3. 2 世代家族（子ども + 親） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 65.7
 4. 3 世代家族（子ども + 親 + 祖父，祖母） ‥‥‥‥ 12.8
 5. その他〔具体的に :　　　　　　　　〕 ‥‥‥‥‥2.0
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0

−子どもの年齢−
問 43　あなたには，お子さんがいますか。次のように分ける

とどれにあたりますか。2 人以上いる場合には，いちばん
下のお子さんのことをお答えください。（○は 1 つ）

 1. 未就学の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 14.4 ％
 2. 小学生の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥9.4
 3. 中学生または高校生の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥9.0
 4. 上記以外の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 20.3
 5. 子どもはいない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 45.8
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.0


